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大学におけるIT環境の各要素の現状

• 情報基盤

– ネットワーク（有線、無線）、ク
ラウド、サーバーなどの整備は順
調

– 以前のような企業におけるシステ
ムに対する優位性はない

– セキュリティに対する弱点多し

• 教育支援システム

– LMSはほぼ整備済

– 教育IT支援技術（Ed-Tech）につ
いては、まだまだ

– スマホ所持という状況の未反映

– 教育コンテンツについての流通の
必要性

• 研究支援システム

– 研究公正のシステムについては、
整備が進行

– オープンサイエンスについては、
一大学では手が出せない

• 事務支援システム

– パッケージで済むものはOK

– RPAの導入への試行中

• 経営支援システム

– IRシステムなどの利用はまだまだ

– 大学間での情報交換の必要性

• 統合システム

– 我が国では、未着手

まとめてみると・・・

・「実証実験の場としての大学」という環境を活用しきっていない
・「データ活用の現場としての大学」という環境を活かしきっていない
・各サブシステムを統合するためのインタフェースの標準化が進んでいない


